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技術Ｑ＆Ａ

現場で役立つ



〔発刊にあたって〕

　近年あらゆる産業分野において，接着技術への関心が高まっている。
　自動車産業においては，燃費節約を目的にした軽量化を達成するために，可能な限り
エンジニアリングプラスチックやGFRPやCFRPの様な複合材料に鋼材の一部が置き換わ
りつつある。鋼材の接合では絶対的優位性を保ってきた溶接が，鋼材とプラスチックや
複合材料の様な異種材料の接合においては適用できず，接着剤による接合（接着接合）
が望まれる。当然のことながら溶接にも匹敵する強靭な接着が望まれ，構造用接着剤へ
の要求が高まっている（構造接着）。
　電気・電子部品の産業においては，環境・安全規制の一環としてRoHS規制やWEEE指
令への対応が世界的規模で求められており，鉛はんだ代替導電性接着剤やUL94-Voに合
格する様な難燃性接着剤への要望が高まっている（機能接着）。
　そして生産性向上を目的に，可能な限り接着工程に時間をかけたくないとの要望が強
く，UV硬化接着剤や短時間で硬化し，かつ強靭な接着性を併せ持つSGA（第二世代のア
クリル系接着剤）への要望が高まっている（短時間接着）。
　また反応性ホットメルト接着剤の様に，ホットメルト接着剤でありながら粘着時間が
長くとれ，広い面積の接着を可能にした粘接着技術も市場を拡大しつつある（粘接着）。
　その他，接着剤とシーリング材の機能を併せ持つシーリング接着（自動車のダイレク
トグレージング技術や風車の羽根のラミネート接着など）や接着剤皮膜に内部応力を極
力蓄積させないように設計して，接着耐久性を重視した応力緩和の考え方（弾性接着剤
を利用したタイルの接着）など，接着剤の組成設計自体が，市場ニーズへ対応する方向
で変化している。
　そして，環境への対応として，接着剤皮膜のリユース，リサイクルは無理であるが，
接着部を必要な時に容易に剥がすことができれば被着材を生かすことは可能である。こ
のような思想から生まれたものが解体性接着技術である。
　以上の様に接着・接着剤，粘着・粘着剤の市場拡大に伴い，多様化する市場ニーズや
それを支える機能化技術を接着に関わる多くの人たちにご理解をいただき，接着現場で
生かしていただくために，本書の出版を企画した次第である。
　発刊にあたっては，多くの方々の多大な尽力により有益なものとなりました。関係各
位に対し厚く御礼を申し上げると共に，本書を有益に活用されることを願うものである。
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最新の接着・粘着技術Ｑ＆Ａ全体構成 
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